
  

 

 

 

 

 

 

地域に見守られて — 冬休み勉強会を開催 — 

 

地域の力できれいに！銭塘校区東塘クリーン大作戦 

 

 笑顔あふれる一投！天明校区モルック大会    天明総合スポーツクラブ・天明校区体育協会・天明まちづくりセンター  

 

令和8年2月2日（月）から窓口受付時間が9：00～16：30に変更になっております。 

※電話受付時間は 8：30～17：15 ・ 3/16～4/6の窓口受付時間は 8：30～17：15 

 

 

〒861-4125 熊本市南区奥古閑町 2035 

天明まちづくりセンター TEL:223-1117 ※土・日・祝日は休み 

天明公民館・図書室・児童室 TEL:223-0118 ※月曜日は休み 月曜日が祝日の場合は火曜日が休み 

天 明 総 合 出 張 所 TEL：223-1111 ※土・日・祝日は休み 

    

 

  

 

 

                          

                          

                         

                          

                         

                         

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

415号（令和 8年（2026年）3月 1日） 熊本市配付文書第４号 

天明まちづくりセンターだより 3月号 

勉強会には、計１４名のこどもたちが参加し、地域の大人に

見守られながら冬休みの宿題などに取り組みました。また、

お昼には川口地域食堂から、おにぎりやデザートの提供も

あり、こどもたちは学習の合間に笑顔で交流しながら、楽し

い冬休みのひとときを過ごしていました。 

 

１月25日（日）、銭塘校区自治協議会主催による「銭塘

校区東塘クリーン大作戦」が実施されました。 

当日は、６０名を超える地域のボランティアの皆さんが

参加し、高良川沿いのマラソンコース周辺で除草やごみ

拾いに取り組みました。皆さんのご協力により、地域の

景観がより美しくなりました。 

 

１２月２６日（金）と１月５日

（月）の２日間、川口老人憩

いの家において、川口社会

福祉協議会主催の「冬休み

勉強会」が開催されました。 

 

１月３１日（土）、天明体育館において、「天明校区モルック大会」が開催されました。 

当日は各校区から４チーム（４５名）が参加し、ミラクルショットも飛び出すなど、熱戦が繰り広げられ 

ました。会場は歓声と笑顔に包まれ、参加者同士の交流が深まる、盛り上がりのある大会となりました。 

 

みなさん、この「ことば」をご存知ですか。 
これは、今から 100年程前(1922 年 3月 3日)に発表された水平社宣言の最後の一節です。

宣言の原文は、被差別部落出身の若者によって考えられたもので、長い歴史の中で不当な差
別を受けてきた人々の痛切な思いが綴られているだけでなく、すべての人があらゆる差別を
受けることなく、人間らしく暮らしていける社会の実現を願う気持ちが込められています。 

日本国憲法は、生命、自由及び幸福追求に対する国民の権利を尊重し、「すべての国民は法
の下に平等であって、人種、信条、性別、社会的身分又は門地により、政治的、経済的又は社
会的関係において差別されない」ことを規定しています。しかし、残念なことに、近年におい
てもインターネット等による誹謗中傷をはじめ、差別の書き込み等があり、県内でも差別事
案が発生している現実があります。 
この問題は日本固有の人権課題であり、わたしたち日本国民の課題でもあります。個人の

尊厳を重んじ、基本的人権を保障することはとても大切なことです。「人の世に熱あれ、人間に
光あれ」 100 年前に込められたこの思い・願いを感じ取り、まずは部落差別（同和問題）を
正しく理解して、そして、わたしたちの言動につなげていき、この世から不合理な差別をなく
していきたいと願っています。 

 
  

 

百年前の願い！ 「人の世に熱あれ、人間に光あれ」 


